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長谷川等伯（信春）「日蓮聖人像」
（実相寺蔵・七尾市指定文化財）

　

日
本
の
春
は
「
桜
」
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
春
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
作
品
を
中
心
に
展
示
い
た
し

ま
す
の
で
、
兼
六
園
の
お
花
見
と
と
も
に
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
主
要
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　「鳥
画
帖
」

　

十
八
世
紀
半
ば
以
降
、
博
物
学
好
き
の
大
名
の
間
で
は
、

緻
密
な
写
生
図
に
よ
る
図
譜
が
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
と
に
鳥
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
鳥
を
籠
の

中
で
飼
育
し
飼
い
な
ら
す
「
飼
鳥
」
が
流
行
し
、
珍
鳥
を
は

じ
め
鳥
類
の
写
生
図
は
大
名
た
ち
の
興
味
を
満
た
す
も
の
と

し
て
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
鳥
画
帖
」
に
は
鶴
・
雁
・

鴨
な
ど
鳥
類
の
様
々
な
姿
が
三
帖
に
七
十
七
図
描
か
れ
て
い

ま
す
（
展
示
は
第
一
帖
の
み
）。
精
緻
に
描
か
れ
た
鳥
類
と

と
も
に
、
木
々
や
草
花
・
流
水
な
ど
が
描
か
れ
、
博
物
学
的

な
目
的
を
果
た
し
た
だ
け
で
な
く
、
絵
師
に
と
っ
て
は
絵
画

制
作
の
見
本
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　「鷹
狩
図
絵
巻
」
　六
代
梅
田
九
栄
筆

　

支
配
者
の
狩
猟
活
動
は
権
威
の
象
徴
的
な
意
味
を
持
つ
も

の
で
す
。
鷹
狩
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
徳
川

家
康
を
は
じ
め
代
々
の
徳
川
将
軍
が
鷹
狩
を
好
ん
だ
こ
と
も

あ
っ
て
、
武
家
社
会
に
お
け
る
鷹
狩
の
重
要
性
を
物
語
る
も

の
と
な
り
、
前
田
家
に
お
い
て
も
重
要
な
行
事
で
あ
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
加
賀
藩
の
御
用
を
務
め
た

六
代
梅
田
九
栄
が
描
い
た
こ
の
絵
巻
は
、
鷹
狩
の
光
景
を
四

季
お
り
お
り
の
風
情
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
極
彩
色
で
流
麗
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。
春
と
夏
の
巻
を
展
示
し
ま
す
。

　

他
に
、「
黒
塗
村
梨
子
地
桜
寿
帯
鳥
文
蒔
絵
鞍
・
鐙
」
や

「
桜
樹
幔
幕
文
蒔
絵
広
蓋
」
等
の
工
芸
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

長
谷
川
等
伯
と
久
隅
守
景
、
こ
の
両
者
に
直
接
の
接
点
は

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
守
景
の
生
没
年
が
未
だ
判
明
し
て

い
な
い
の
は
残
念
な
と
こ
ろ
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
元
禄
年

間
頃
に
か
な
り
の
高
齢
で
世
を
去
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
守
景

は
、
一
六
一
〇
年
に
没
し
た
等
伯
の
最
晩
年
に
は
生
ま
れ
て

い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

守
景
は
狩
野
探
幽
門
下
の
画
人
と
し
て
等
伯
の
作
品
を
実
見

し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。
し
か
し
何
よ
り
も
等
伯

と
守
景
を
結
ぶ
の
は
、
能
登
と
加
賀
と
い
う
石
川
の
風
土
で

す
。

　

等
伯
は
七
尾
に
生
ま
れ
、
大
陸
や
都
か
ら
の
程
よ
い
距
離

感
か
ら
醸
成
さ
れ
た
文
化
風
土
の
中
で
自
己
の
画
業
を
磨

き
、
や
が
て
京
都
に
上
っ
て
狩
野
派
を
脅
か
す
勢
い
で
画
壇

の
頂
点
に
登
り
詰
め
ま
し
た
。
一
方
守
景
は
、
探
幽
門
下
の

傑
出
し
た
画
家
と
し
て
そ
の
力
量
を
高
く
評
価
さ
れ
な
が
ら

も
、
身
内
の
不
始
末
か
ら
か
狩
野
派
と
は
距
離
を
置
き
、
や

が
て
文
化
政
策
で
幕
府
に
挑
ん
だ
加
賀
の
地
で
画
業
を
開
花

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
石
川
の
風
土
か
ら
等
伯
と
守

景
が
結
び
付
き
、
そ
れ
は
室
町
時
代
末
か
ら
桃
山
時
代
を
経

て
江
戸
時
代
前
期
に
至
る
絵
画
の
展
開
を
、
狩
野
派
と
の
確

執
か
ら
眺
め
て
み
る
と
い
う
興
味
深
い
視
点
と
も
な
り
ま

す
。

　

今
回
は
、
等
伯
が
信
春
と
名
の
り
能
登
で
制
作
し
た

「
日
蓮
聖
人
像
」（
実
相
寺
蔵
・
七
尾
市
指
定
文
化
財
）
と

「
十
六
羅
漢
図
」（
霊
泉
寺
蔵
・
石
川
県
指
定
文
化
財
）
に
、

守
景
の
「
四
季
耕
作
図
」
を
重
要
文
化
財
、
石
川
県
指
定
文

化
財
（
以
上
当
館
蔵
）、
重
要
美
術

品
（
個
人
蔵
）
と
三
作
を
一
挙
に
並

べ
て
展
示
し
、
伝
統
と
創
造
と
い
う

課
題
に
果
敢
に
挑
戦
し
た
両
画
家
の

軌
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

第2展示室

長谷川等伯と
久隅守景

前田育徳会尊經閣文庫分館

春の優品選
－絵画を中心に－

3月28日（木）～4月16日（火）　会期中無休3月28日（木）～4月16日（火）　会期中無休

六代梅田九栄筆「鷹狩図絵巻（春の巻）」
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今
回
の
「
国
宝　

薬
師
寺
展
」
に
は
、「
吉き

ち

祥じ
ょ
う

天て
ん

女に
ょ

像
」「
慈じ

恩お
ん

大だ
い

師し

像
」

な
ど
絵
画
十
二
点
、「
聖

し
ょ
う

観か
ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

」
な
ど
彫
刻
二
十
点
、
書
跡
五

点
、
考
古
七
点
が
出
品
さ
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
国
宝
が
六
件
、
重
要
文
化
財

が
五
件
と
い
う
内
訳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
宝
「
吉
祥
天
女
像
」
は
、
麻
布
に
描
か
れ
た
縦
五
十
三
セ
ン
チ
、
横

三
十
二
セ
ン
チ
と
い
う
小
さ
な
絵
画
で
す
。
し
か
し
、
透
き
通
る
よ
う
な
天て

ん

衣ね

や
風
に
な
び
く
着
衣
の
表
現
は
、
天
女
の
艶な
ま

め
く
よ
う
な
美
し
さ
を
強
調

し
て
お
り
、
赤
・
紫
・
緑
な
ど
、
少
な
い
色
数
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
美
し
い

文
様
に
よ
っ
て
多
彩
な
画
面
を
創
り
だ
し
て
い
ま
す
。
束
ね
ら
れ
た
髪
を
飾

る
美
し
い
花
か
ん
ざ
し
、
わ
ず
か
に
残
る
金
彩
が
当
初
の
華
や
か
さ
を
伝
え

て
お
り
、
ま
る
で
美
人
画
を
見
る
か
の
よ
う
で
す
。

　

三
日
月
形
の
眉
、
切
れ
長
の
目
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
頬ほ

お

、
朱
色
の
引
き
し

ま
っ
た
口
元
な
ど
、
そ
の
顔
立
ち
は
正
倉
院
の
「
鳥と

り

毛げ

立り
ゅ
う

女じ
ょ

図
屏
風
」
の

女
性
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と
さ
せ
る
も
の
で
、
当
時
の
美
人
の
代
表
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

吉
祥
天
は
功く

徳ど
く

天
と
も
訳
さ
れ
、
イ
ン
ド
古
来
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
の
妃
ラ

ク
シ
ュ
ミ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
仏
教
に
は
、
福
徳
を
つ
か
さ
ど
る

女
神
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
、
特
に
『
金こ

ん

光こ
う

明み
ょ
う

最さ
い

勝し
ょ
う

王お
う

経き
ょ
う』

中
に
そ
の
功

徳
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
奈
良
時
代
か
ら
尊
崇
さ
れ
て
き
て

お
り
、
聖
武
天
皇
の
時
代
に
は
、
吉
祥
天
像
を
か
か
げ
て
国
家
の
平
安
や
五

穀
豊
穣
を
祈
る
吉き

ち

祥じ
ょ
う

悔け

過か

が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
像
も
、
薬

師
寺
の
八
幡
宮
で
行
わ
れ
た
、
吉
祥
悔
過
の
本
尊
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

企画展Topics

薬師寺東塔大修理協力・北國新聞創刊120周年記念・
石川県立美術館開館30周年記念

国宝�薬師寺展

　

昭
和
二
十
年
十
月
に
第
一
回
展
を
開
催
し
て
以
来
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
現
代
美
術
展
は
、
今
年
六
十
九
回
を
迎
え
ま
す
。
本
展
で
は
所
属
会

派
を
超
え
て
、
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
の
六
部
門
か

ら
、
文
化
勲
章
受
賞
者
、
日
本
芸
術
院
会
員
、
人
間
国
宝
を
は
じ
め
と
す

る
財
団
法
人
石
川
県
美
術
文
化
協
会
役
員
・
会
員
の
秀
作
に
加
え
、
一
般

公
募
か
ら
の
入
賞
・
入
選
の
意
欲
作
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

◆
部　

門	

洋
画
（
第
7
・
8
・
9
展
示
室
）

	

彫
刻
（
第
4
展
示
室
）

	

工
芸
（
第
3
・
5
・
6
展
示
室
）

	
	

金
沢
21
世
紀
美
術
館
で
は
日
本
画
・
書
・
写
真
が
展
示
さ
れ

ま
す
。

◆
入
場
料
（
金
沢
21
世
紀
美
術
館
と
共
用
）

一　

般

大
高
生

中
小
生

当　

日

一
、〇
〇
〇
円

六
〇
〇
円

五
〇
〇
円

前
売
り

九
〇
〇
円

五
〇
〇
円

四
〇
〇
円

団　

体

八
〇
〇
円

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

◆
作
品
解
説	

会
期
中
、
作
品
解
説
を
行
い
ま
す
。

◆
開
館
時
間	

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
六
時

	

毎
週
金
曜
・
土
曜
日
は
午
後
八
時
ま
で
開
館

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

第
69
回 

現
代
美
術
展

�

3
月
30
日（
土
）～
4
月
16
日（
火
）

　会
期
中
無
休

会期：平成25年4月26日（金）～6月23日（日）　会期中無休

国宝�吉祥天女像　©飛鳥園
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昭
和
五
十
八
年
の
開
館
よ
り
数
え
て
、
今
年

三
十
年
の
記
念
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

九
十
七
の
企
画
展
を
開
催
し
、
多
数
の
皆
様
の
ご

来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
館
三
十
周
年
記
念

と
し
て
、
平
成
二
十
五
年
度
は
三
つ
の
企
画
展
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

春
は
今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
新
聞
社
と

の
共
同
企
画
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
創

刊
一
二
〇
年
を
迎
え
た
北
國
新
聞
社
と
「
国
宝
薬

師
寺
展
金
沢
開
催
委
員
会
」
を
組
織
し
て
行
う
、

「
国
宝　

薬
師
寺
展
」
で
す
。
日
本
海
側
で
は
初

め
て
の
開
催
と
な
る
本
展
は
、
所
蔵
者
で
あ
る
薬

師
寺
の
特

別
な
ご
配

慮
を
い
た

だ
き
ま
し

た
。
寺
内

で
の
公
開

を
一
部
控
え
る
こ
と
で
、
金
沢
で
の
五
十
九
日
間

と
い
う
長
期
の
展
示
が
可
能
に
な
り
、
奈
良
国
立

博
物
館
の
学
術
協
力
も
あ
っ
て
、
国
宝
六
件
を
含

む
四
十
四
点
か
ら
な
る
展
覧
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
古
都
奈
良
の
文
化
財
」
の
一
つ
と
し
て
、
世
界

遺
産
に
も
登
録
さ
れ
る
薬
師
寺
の
白
鳳
・
奈
良
時

代
か
ら
伝
わ
る
数
々
の
文
化
財
を
通
じ
て
、
古
代

仏
教
文
化
の
清
華
を
ご
堪
能
い
た
だ
く
格
好
の
機

会
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

秋
は
、
金
沢
宗
達
会
創
立
百
年
の
記
念
と
あ
わ

せ
て
「
俵
屋
宗
達
と
琳
派
」
を
開
催
し
ま
す
。
日

本
の
美
意
識
の
集
大
成
と
し
て
、
内
外
に
広
く

愛
好
さ
れ
て
い

る
琳
派
を
、
俵

屋
宗
達
に
よ
る

造
形
活
動
の

展
開
と
、
俵
屋

宗
雪
、
喜
多
川

相
説
に
よ
る
継

承
、
そ
し
て
尾
形
光
琳
に
よ
る
深
化
の
視
点
に
、

今
回
新
た
な
考
察
を
加
え
て
ご
覧
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
国
宝
「
蓮
池
水
禽
図
」
の
ほ
か
、
醍
醐
寺

所
蔵
の
重
要
文
化
財
「
舞
楽
図
」
な
ど
約
五
十
点

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
春
一
月
に
は
「
石
川
県
立
美
術
館
名
作
の

森
」
を
開
催
し
ま
す
。
昭
和
三
十
四
年
、
野
々
村

仁
清
の
国
宝
「
色
絵
雉
香
炉
」
を
収
蔵
品
の
第
一

号
と
し
て
石
川
県
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
昭
和
五
十
八
年
に
は
石
川
県
立
美
術
館
と
い

う
名
称
に
改
め
、
現
在
地
に
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
こ
ま
で
収
蔵
し
て
き
た
作
品
は
、

三
千
点
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
、
雉
香
炉
以
外
に

も
重
要
文
化
財
は
六
点
を
数
え
ま
す
。
石
川
ゆ
か

り
の
作
家
の
作
品
収
集
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、

漆
芸
の
松
田
権

六
、
油
彩
画
の

宮
本
三
郎
・
高

光
一
也
な
ど
、

日
本
を
代
表
す

る
作
家
の
作
品

も
数
多
く
所
蔵

し
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
所
蔵
品
の
ほ
か
に
寄
託
を
受
け
て
い

る
作
品
も
加
え
て
、
開
館
よ
り
三
十
年
、
旧
館
よ

り
数
え
て
五
十
年
を
経
た
石
川
な
ら
で
は
の
歩
み

を
ご
覧
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
も
の
で
す
。

　

特
別
陳
列
は
、
前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館

で
「
尊
經
閣
文
庫
名
品
展
―
国
宝
水
左
記
を
中
心

に
―
」
を
行
い
ま
す
。
平
安
時
代
の
公
卿
、
左
大

臣
源
俊
房
の
自
筆
の
日
記
で
あ
る
『
水
左
記
』
を

は
じ
め
、
公
家
や
武
家
の
日
記
や
古
記
録
を
紹
介

し
ま
す
。
秋
に
は
「
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
」
も
開

催
し
ま
す
。

　

近
現
代
美
術
で

は
、
金
沢
美
大
を
卒

業
し
て
王
立
ゲ
ン

ト
美
術
大
学
で
フ
ラ

ン
ド
ル
技
法
を
学
ん

だ
能
島
芳
史
に
よ
る

「
能
島
芳
史
展
―
15

世
紀
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
か
ら
の
展
開
―
」、
工
芸

で
は
「
生
誕
百
年　

截
金
人
間
国
宝
・
西
出
大
三 

―
平
安
の
美
を
求
め
て
―
」
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
金
銀
箔
に
よ
る
華
麗
な
装
飾
、
端
正
で
美
し

い
造
形
の
作
品
で
知
ら
れ
る
西
出
大
三
の
回
顧
展

で
す
。

　

こ
う
し
た
展
覧
会
に
加
え
、
当
館
が
主
催
に
加

わ
る
北
陸
中
日
新
聞
主
催
「
エ
ミ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ

ス
と
ベ
ル
ギ
ー
の
印
象
派
展
」
を
は
じ
め
二
十
六

の
企
画
展
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
石
川
県
立
美
術
館
の
展
覧
会
に
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

平成25年度
当館の展覧会をお楽しみください

聖観世音菩薩立像　Ⓒ飛鳥園

風蝕・南瓜　能島芳史

重文　舞楽図　俵屋宗達　醍醐寺蔵蓬萊之棚　松田権六
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コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
で
は
、
月
ご
と
に
テ
ー

マ
を
設
け
て
所
蔵
品
や
寄
託
品
を
公
開
し
た
ほ

か
、
特
別
陳
列
や
特
集
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
で
は
、
特
別
陳

列
と
し
て
九
月
に
「
尊
經
閣
文
庫
名
品
展
―
職
人

歌
合
の
世
界
―
」
を
開
催
し
ま
し
た
。「
職
人
歌

合
」
に
は
画
中
詞
と
し
て
職
人
た
ち
の
会
話
や
口

上
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
職
人
の
様
子
を
知

る
上
で
貴
重
な
資
料
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
前
田

育
徳
会
が
所
蔵
す
る
二
種
類
の
『
七
十
一
番
歌

合
』
と
『
鶴
岡
放
生
会
職
人
歌
合
』
の
全
貌
公
開

は
、
初
め
て
と
な
る
も
の
で
し
た
。
十
月
に
は

「
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
」
を
行
い
ま
し
た
。
加
賀

藩
で
は
三
代
か
ら
五
代
藩
主
の
時
代
に
、
名
品
の

収
集
と
あ
わ
せ
て
美
術
工
芸
を
育
成
す
る
総
合
的

な
文
化
政
策
を
推
進
し
ま
し
た
。
そ
の
象
徴
と
も

い
え
る
「
百
工
比
照
」
を
は
じ
め
、
優
れ
た
文
物

や
美
術
工
芸
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

第
２
展
示
室
で
は
六
月
に
「
長
谷
川
等
伯
と
そ

の
周
辺
」
を
行
い
ま
し
た
。
等
伯
が
信
春
と
名
乗

り
、
能
登
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
こ
ろ
の
優
品

の
ほ
か
、
四
男
左
近
や
長
谷
川
派
と
さ
れ
る
作
品

も
交
え
て
の
展
示
で
し
た
。

　

近
現
代
美
術
で
は
、
十
月
か
ら
十
一
月
に
か

け
て
「
能
登
の
彫
刻
家
た
ち
」（
第
４
展
示
室
）、

「
生
誕
一
〇
〇
年
記
念　

寺
井
直
次
の
漆
の
美
」

（
第
５
展
示
室
）
と
い
う
二
つ
の
特
別
陳
列
を
同

時
に
開
催
し
ま
し
た
。
前
者
は
拠
点
も
し
く
は
出

身
と
い
う
能
登
ゆ
か
り
の
作
家
を
取
り
あ
げ
た
も

の
で
、
物
故
者
を
含
め
二
十
作
家
、
二
十
八
点
を

紹
介
し
ま
し
た
。
石
・
木
・
塑
像
・
金
属
な
ど
多

彩
な
材
質
に
よ
る
彩
り
豊
か
な
展
示
で
、
作
家
の

個
性
が
反
映
さ
れ
、
能
登
の
彫
刻
家
の
存
在
感
を

伝
え
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
蒔
絵
の
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者
と
し
て
知
ら
れ
る
寺
井
直

次
氏
の
特
別
陳
列
は
、
生
誕
百
年
を
記
念
す
る
も

の
で
し
た
。
初
期
か
ら
晩
年
に
い
た
る
漆
芸
作
品

に
、
ス
ケ
ッ
チ
や
下
絵
を
加
え
て
、
寺
井
氏
の
創

作
活
動
を
回
顧
す
る
展
示
で
し
た
。

　

近
現
代
美
術
の
特
集
展
示
は
、
あ
わ
せ
て
十
回

開
催
し
ま
し
た
。
第
３
展
示
室
で
は
、
画
材
や
愛

用
の
品
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
未
発
表
の
資
料
も
交

え
て
「
知
ら
れ
ざ
る
鴨
居
玲
」、
水
門
や
発
電
所

な
ど
風
景
を
描
く
「
新
保
甚
平
展
」、
本
年
没
後

十
五
年
を
迎
え
た
二
人
の
洋
画
家
「
竹
沢
基
展
」

「
田
辺
栄
次
郎
展
」
を
行
い
ま
し
た
。
第
４
展
示

室
で
は
「
没
後
五
十
年
吉
田
三
郎
展
」、「
石
川
の

近
代
彫
刻
を
ふ
り
か
え
っ
て
」
と
二
つ
の
彫
刻
の

展
示
で
し
た
。
第
５
展
示
室
で
は
「
染
め
る
絵

画
」
と
題
し
て
成
竹
登
茂
男
と
堀
友
三
郎
と
い
う

二
人
の
染
色
家
を
紹
介
し
、
新
春
に
「
明
治
の
工

芸
」
を
行
い
ま
し
た
。
第
６
展
示
室
で
は
「
今
様

絵
合
」
と
題
し
た
展
示
で
、
複
数
の
日
本
画
を
同

時
に
比
べ
な
が
ら
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
一
点
ず
つ

で
は
見
え
な
か
っ
た
視
点
や
新
た
な
感
覚
を
味
わ

う
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
で
し
た
。

　

今
年
の
夏
休
み
親
子
で
楽
し
む
美
術
館
は
「
き

こ
え
て
く
る
よ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
し
た
。
作
品
か

ら
音
や
声
を
感
じ
た
り
、
想
像
し
た
り
し
な
が
ら

見
て
い
た
だ
く
企
画
で
し
た
。
抽
象
的
な
作
品
を

擬
態
語
で
表
す
な
ど
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ

た
観
点
で
見
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
展
示
作
品
を
入
れ
替
え
な
が
ら
ご

覧
い
た
だ
い
て
い
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
は
、

毎
月
第
一
月
曜
日
が
無
料
で
す
。
是
非
と
も
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

平成24年度の
コレクション展示室を
振り返って

長谷川等伯とその周辺

能登の彫刻家たち

生誕100年　寺井直次の漆の美
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昭
和
三
十
六
年
十
二
月
に
須
田
国
太
郎
先
生
が

亡
く
な
ら
れ
て
、
翌
年
展
覧
会
を
開
く
こ
と
に
な

り
、
準
備
の
た
め
に
増
員
が
あ
っ
て
、
私
は
京
都

市
美
術
館
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
展
覧

会
は
三
十
八
年
一
月
か
ら
京
都
市
美
術
館
、
続
い

て
二
月
か
ら
三
月
に
東
京
の
国
立
近
代
美
術
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
何
度
か
須
田
展
に
関

わ
り
、
今
回
の
没
後
五
十
年
展
に
も
ご
遺
族
か
ら

展
覧
会
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
各
美
術
館
に
お
声

を
か
け
た
次
第
で
す
。

　

資
料
に
『
須
田
国
太
郎
（
一
八
九
一
～
一
九
六
一
）

の
東
洋
的
水
墨
画
的
精
神
と
そ
の
展
開
』
と
い
う

文
章
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
山
口
県
立
美
術
館

で
昭
和
六
十
年
に
開
催
し
た
「
小
林
和
作
・
須
田

国
太
郎
」
展
に
際
し
て
書
い
た
も
の
で
す
。
こ
の

冒
頭
に
「
ハ
イ
カ
ラ
な
山
高
帽
を
か
ぶ
っ
た
室
町

時
代
の
古
武
士
」
と
須
田
先
生
（
以
下
敬
称
略
）

を
評
し
ま
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
へ
行
っ
て
か
ら
一
年

目
く
ら
い
の
写
真
に
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
の
が

あ
っ
て
、
非
常
に
背
が
高
く
て
か
く
し
ゃ
く
と
し

て
よ
く
似
合
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
そ
し
て
後
年

水
墨
を
描
い
た
こ
と
、
能
が
好
き
で
謡
曲
の
修
行

を
続
け
た
こ
と
な
ど
か
ら
評
し
た
次
第
で
す
。

　

須
田
は
大
正
八
年
か
ら
十
二
年
ま
で
四
年
間
ス

ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ッ
ド
に
留
学
し
て
、
ス
ペ
イ
ン

美
術
を
勉
強
し
ま
し
た
が
、
何
度
も
パ
リ
や
イ
タ

リ
ア
、
ド
イ
ツ
に
行
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況
を

見
て
回
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
美
術
を
考
え
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と

離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
全
体
を
俯
瞰
し
て
い
る
わ
け

で
す
。
須
田
は
ス
ペ
イ
ン
美
術
史
に
非
常
に
詳
し

く
、
美
術
史
家
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

　

マ
ド
リ
ッ
ド
で
は
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
や
テ
ィ
ン

ト
レ
ッ
ト
や
ゴ
ヤ
な
ど
を
原
寸
大
で
模
写
し
て
い

ま
す
。
い
ろ
ん
な
要
素
を
ど
う
配
置
す
る
か
、
油

絵
の
色
と
は
何
か
、
油
絵
は
透
明
で
あ
る
べ
き
で
、

塗
り
重
ね
て
い
く
べ
き
も
の
、
下
地
を
描
い
て
そ

の
上
に
透
明
な
油
絵
を
塗
っ
て
重
層
的
に
描
い
て

い
く
の
が
筋
道
だ
、
と
い
う
こ
と
な
ど
を
模
写
を

通
じ
て
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
セ
ザ
ン
ヌ
か
ら
は
、

モ
デ
ュ
ラ
シ
オ
ン
（
階
調
）
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

帰
国
し
て
か
ら
は
だ
ん
だ
ん
影
絵
の
よ
う
な
作

品
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
を
重
視
す
る

ん
で
す
。
中
心
に
な
る
も
の
を
何
に
す
る
か
。
そ

れ
が
最
初
に
現
れ
た
の
が
昭
和
五
年
の
「
発
掘
」

で
す
。
帝
展
に
応
募
し
た
の
で
す
が
、
落
選
し
て

い
ま
す
。

　

昭
和
七
年
、
四
十
一
歳
の
時
に
最
初
の
個
展
を

開
き
ま
し
て
、「
法
観
寺
の
塔
婆
」
な
ど
を
発
表

し
て
い
ま
す
。
外
隈
と
い
う
日
本
画
の
技
法
を

使
っ
て
、
つ
ま
り
中
が
白
く
外
隈
で
も
っ
て
形
を

整
理
し
て
描
い
て
、
非
常
に
存
在
感
の
あ
る
作
品

で
す
。

　

戦
後
に
な
る
と
色
が
明
る
く
な
り
ま
す
。「
犬
」

で
は
屋
並
み
の
色
に
、
緑
色
が
加
わ
っ
て
い
ま
す

し
、「
鵜
」
で
は
鵜
が
並
ん
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
後

ろ
に
屋
並
み
が
明
る
く
見
え
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が

独
自
の
階
調
（
モ
デ
ュ
ラ
シ
オ
ン
）
を
持
っ
て
描

か
れ
て
い
ま
す
。
正
面
か
ら
描
く
と
い
う
の
も
特

色
で
、
動
き
が
鈍
く
な
る
け
ど
も
な
ん
と
か
動
き

を
生
き
生
き
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
モ
ネ

の
よ
う
に
、
同
じ
場
所
を
時
間
を
変
え
て
も
描
い

て
い
ま
す
。

　

最
後
の
頃
に
な
る
と
ガ
ウ
デ
ィ
と
そ
の
建
築
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
、
も
う
一
度
ス
ペ
イ
ン
へ
行
っ
て

み
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
た
「
あ
る
建
築
家
の

肖
像
」
な
ど
抽
象
に
走
っ
て
い
っ
た
よ
う
な
作
品

が
描
か
れ
ま
す
。

　

須
田
は
安
井
曾
太
郎
や
梅
原
龍
三
郎
と
同
世
代

で
、
ま
た
坂
本
繁
二
郎
を
含
め
て
、
作
品
に
は
日

本
の
古
美
術
を
連
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

梅
原
に
は
桃
山
の
絢
爛
豪
華
、
安
井
に
は
文
人

画
、
坂
本
は
能
、
そ
し
て
須
田
に
は
水
墨
画
。
自

国
の
文
化
に
少
し
で
も
連
な
り
、
伝
統
を
わ
き
ま

え
つ
つ
自
分
を
出
す
と
い
う
思
い
が
感
じ
ら
れ
る

の
で
す
。

（
平
成
二
十
四
年
九
月
二
日
の
講
演
会
要
旨
を
当
館
の
文

責
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
当
日
は
須
田
作
品
、
日
本
、

フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
の
絵
画
な
ど
、
二
百
枚
を
越
え
る

作
品
画
像
を
映
写
し
、
須
田
の
作
風
展
開
に
つ
い
て
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。）

講演会記録

「須田国太郎の作風解釈」
講師：原田平作氏（大阪大学名誉教授）
平成24年9月2日 午後1時30分～　会場：美術館ホール
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企
画
展
と
し
て
現
在
活
躍
さ
れ
て
い
る
画
家
の
大
規
模
な
展
覧
会
を
開

催
す
る
の
は
、
昭
和
五
十
九
年
の
高
光
一
也
展
、
平
成
十
五
年
の
脇
田
和

展
以
来
の
こ
と
で
し
た
。
美
術
館
が
新
館
と
な
っ
た
の
が
昭
和
五
十
八
年

で
す
か
ら
、
三
十
年
間
で
三
人
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
数
が
多
い
か
少
な

い
か
を
問
わ
れ
れ
ば
、
厳
選
さ
れ
た
数
と
答
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
ん

と
い
っ
て
も
企
画
展
示
室
三
室
を
九
十
点
前
後
の
作
品
で
埋
め
、
し
か
も

充
足
し
た
時
間
を
ご
来
場
の
方
々
に
提
供
で
き
る
作
家
は
そ
う
そ
う
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
村
田
省
蔵
展
、
学
生
時
代
の
人
物
画
か
ら
上
京
し
て
風
景
画
に

移
る
頃
は
無
論
で
す
が
、
そ
の
後
も
節
目
節
目
に
作
風
や
テ
ー
マ
が
異
な

り
、
一
点
一
点
を
鑑
賞
し
つ
つ
、
い
つ
の
間
に
か
稲は

架さ

木ぎ

が
立
ち
並
ぶ
近

作
に
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
方
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
稲
架
木
も
雪
中
に
林
立
す
る
ス
ト
イ
ッ
ク
な
世
界
か
ら
、
農
家
と
の

調
和
を
見
せ
る
穏
や
か
な
世
界
、
そ
し
て
、
季
節
が
春
へ
と
移
り
、
芽
吹

き
の
頃
、
若
葉
が
繁
っ
た
稲
架
木
へ
と
移
っ
て
い
き
、
風
景
画
が
こ
れ
ほ

ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
か
と
改
め
て
感
じ
た
次
第
で
し
た
。

　

週
末
ご
と
に
雪
の
日
が
多
か
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
が
、
そ
う
し
た

天
候
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
期
中
の

前
半
と
後
半
、
村
田
先
生
ご
夫
妻

が
、
ご
来
館
い
た
だ
い
た
旧
知
の

方
や
フ
ァ
ン
の
方
、
関
係
者
の
方

な
ど
大
勢
の
方
々
と
歓
談
さ
れ
る

姿
を
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
展
覧
会
を
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
様
子
、
こ
の
点
が
物
故
作
家
の

回
顧
展
と
は
違
い
、
直
截
に
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間

に
三
十
九
日
間
の
会
期
が
過
ぎ
て

い
っ
た
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
春
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
五
月
下
旬
に
滋
賀
県
長
浜
市
を
訪
れ
る
予

定
で
す
。

　

向
源
寺
「
十
一
面
観
音
立
像
」、
神
照
寺
「
金
銀
鍍
透
彫
華
籠
」、
竹
生
島	

宝
厳
寺
「
唐
門
」、
竹
生
島
都
久
夫
須
麻
神
社
「
本
殿
」
と
い
っ
た
湖
北
地

方
の
国
宝
四
件
を
中
心
に
見
学
し
ま
す
。

　

バ
ス
ツ
ア
ー
初
と
な
る
フ
ェ
リ
ー
で
の
行
程
を
含
め
、
皆
さ
ま
に
湖
北
地

方
と
琵
琶
湖
に
ま
つ
わ
る
文
化
財
を
見
て
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

日
時
な
ど
の
詳
し
い
内
容
、
募
集
要
項
に
つ
い
て
は
次
号
の
美
術
館
だ
よ

り
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

展覧会回顧

村田省蔵展－画業60年の歩み－
平成25年1月4日（金）～2月11日（月・祝）

次
回
の
展
覧
会

平
成
二
十
五
年
度

美
術
館
バ
ス
ツ
ア
ー（
予
告
）

前
田
育
徳
会

尊
經
閣
文
庫
分
館
加
賀
百
万
石
大
名

－

武
の
装
い

－

第
3
～
4
展
示
室
祈
り
の
造
形

－

絵
画
・
彫
刻

－

第
5
展
示
室
石
川
の
工
芸
Ⅰ

第
6
展
示
室
古
美
術
優
品
展

－

加
賀
百
万
石
の
至
宝

－

第
2
展
示
室

・
企
画
展
示
室
国
宝 

薬
師
寺
展

　
　

 

会
期
：
4
月
26
日
（
金
）
～
6
月
23
日
（
日
） 会期：4月21日（日）

～6月23日（日）

四
月
の
行
事
予
定

■ 

百
万
石
ま
ち
な
か
め
ぐ
り　

さ
く
ら
２
０
１
３　

美
術
館
イ
ベ
ン
ト　

　

ビ
デ
オ
上
映
会 

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時　

美
術
館
ホ
ー
ル  

入
場
無
料

７
日（
日
）
「
国
宝
」
シ
リ
ー
ズ
か
ら
、
東
大
寺
、
興
福
寺
、
当
麻
寺
、

薬
師
寺
、
唐
招
提
寺
の
五
本
を
連
続
上
映
し
ま
す
。
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「
田
園
画
家
」
と
の
異
名
を
と
る
よ
う
に
、
久
隅
守

景
は
数
多
く
の
「
四
季
耕
作
図
」
を
描
い
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
に
当
館
で
開
催
し
た
「
久
隅
守
景
展
」

で
は
、
本
作
と
重
要
文
化
財
二
点
（
そ
の
う
ち
一
点
は

当
館
所
蔵
、
本
号
表
紙
に
部
分
を
掲
載
）
を
含
む
八
点

の
「
四
季
耕
作
図
」
を
一
堂
に
展
示
し
、
大
き
な
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
守
景
に
よ
る
一
連
の
「
四
季

耕
作
図
」
に
は
、
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
こ
の
画
題

に
対
す
る
様
々
な
創
意
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
大
き
な
流
れ
と
し
て
、
守
景
は
中
国
の
画
題
を

和
様
化
す
る
こ
と
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
狩
野
探
幽
門
下
の
傑
出
し
た
画
家
と
し

て
、
当
時
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
守
景
の
画
技
を

も
っ
て
す
れ
ば
、
日
本
風
俗
の
「
四
季
耕
作
図
」
は
簡

単
に
描
け
そ
う
な
も
の
で
す
が
、
守
景
は
構
図
や
遠
景

と
な
る
山
水
の
描
き
方
か
ら
徐
々
に
和
様
化
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
点
に
、
容
易
に
人
の
求
め
に
応
じ
な

か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
守
景
の
性
格
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

本
作
は
、
守
景
が
中
国
風
俗
で
描
い
た
「
四
季
耕
作

図
」
の
最
終
段
階
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

和
様
化
さ
れ
た
山
水
の
フ
レ
ー
ム
に
人
物
が
絶
妙
の
バ

ラ
ン
ス
で
配
置
さ
れ
、
伝
統
的
な
農
作
業
の
描
写
に
家

族
の
団
欒
の
様
子
を
加
え
る
な
ど
、
随
所
に
詩
情
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。

※�

第
２
展
示
室　

特
集
「
長
谷
川
等
伯
と
久
隅
守
景
」
で
三

月
二
十
八
日
か
ら
四
月
十
六
日
ま
で
展
示
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

 

通
信

　

木
々
の
芽
の
膨
ら
み
が
、
目
に
う
れ
し
い

頃
と
な
り
ま
し
た
。
春
の
訪
れ
に
合
わ
せ

て
、
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
の
装
い
も
新
た
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
古
九
谷
風
小
皿
で

す
。
直
径
一
〇㎝
の
小
皿
で
す
が
、
古
九
谷

の
風
合
い
を
素
敵
に
再
現
し
て
い
ま
す
。
当

館
の
所
蔵
品
を
モ
デ
ル
に
し
た
商
品
も
含

め
、
全
二
十
種
類
。
図
柄
は
海
老
や
鳳
凰
な

ど
の
吉
祥
文
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
贈

答
に
も
お
手
頃

で
す
。
全
種
類

注
文
さ
れ
る
県

外
か
ら
の
お
客

様
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
手

に
と
っ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

古九谷風小皿　一枚840円




